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春日高校
同窓会公式サイト

春日高校からのお知らせ
福岡県立春日高等学校 創立50周年にむけて

受け継がれる春日魂
ダンス部・放送部

令和７年度
春日高校同窓会
開催決定

2025年８月９日（土）
16：30～19：30

ホテルニューオータニ博多
４階 鶴の間

内田考昭さん（23期生）

中橋裕介さん（23期生）

牟田口香さん（23期生）

2025.６

思い出だより
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同窓会役員
会　長 藤田俊郎（１期）
副会長 新屋光太郎（15期）
常任理事 小國佳代（４期）　林 靖子（７期）　柴田一寿（22期）
事業執行理事 総務部／書記・会計（予算管理）・規約・役員会運営・学校

側との連絡など
山崎壱子（３期）　小國佳代（４期）　林 靖子（７期）
山室勇二（30期）
会計　尾上英樹（17期）　森岡愛一郎（20期）
東京支部連絡係　森田哲次（４期）
事業部／総会・支援事業など
稲吉一馬（17期）　西里勇希（28期）　山田雄斗（30期）
中村真人（30期）
広報部／WEBサイト・会報誌・広告・データ管理など
國崎恭子（５期）　小田由恵（12期）　柴田一寿（22期）
岩崎里美（29期）

監　事 樋口昭子（４期）　山下裕之（11期）

相談役 川﨑英彦（１期）　松田美由紀（15期）

（同窓会事務局補助） 三善由香

各回代表理事
川﨑英彦（1期）、小林ひとみ（1期）、坂本浩一（2期）、内山鉄太郎（3期）、井上孫紹

（5期）、保坂明子（6期）、高柳 稔（14期）、木村利愛（14期）、松﨑剣太（15期）、松
田美由紀（15期）、小南安生（16期）、飯盛健太郎（20期）、福田桃子（25期）、阿部 
透（25期）、大井彬代（26期）、大神奏弘（26期）、築地雄太郎（27期）、川崎侑希（27
期）、坂田晃一（28期）、園田菜津美（28期）、三藤誠也（29期）、古城⼾綾（29期）、
松岡正一（30期）、山田千春（30期）、荒川大地（31期）、山口真未（31期）、嘉村雅
史（32期）、松尾侑紀（32期）、光山桒伸（33期）、田中愛美（33期）、田中智大（34
期）、三宅 温（34期）、襖田雄太（35期）、木村 唯（35期）、中原幸哉（36期）、鐘ヶ江
佳純（36期）、墨 勇哉（37期）、高須賀美咲（37期）、嫩 大輔（38期）、山脇悠希菜

（38期）、中田 樹（39期）、大内れもん（39期）、矢口千裕（40期）、松本菜湖（40期）、
山口真澄（41期）、御厨玲奈（41期）、藤井大誠（42期）、江川彩美（42期）、山口 紬

（43期）、藤木謙ノ輔（43期）、植本聖力（44期）、盾石妃凛（44期）
新任  齋藤奏輝（45期）、佐藤愛子（45期）

理事
上妻聖人（陸上部）、佐藤紗里（吹奏楽部）、中野利範(バドミントン部）、井元美恵
子(茶道部）、時川裕樹(野球部）、藤田俊郎（1期）、山崎壱子（3期）、小國佳代（4期）、
樋口昭子（4期）、森田哲次（4期）、國崎恭子（5期）、林 靖子（7期）、山下裕之（11
期）、小田由恵（12期）、新屋光太郎（15期）、尾上英樹（17期）、稲吉一馬（17期）、
森岡愛一郎（20期）、柴田一寿（22期）、藤田恵里子（22期）、⻄里勇希（28期）、岩
崎里美（29期）、山室勇二（30期）、山田雄斗（30期）、中村真人（30期）
新任  砂川美紀（23期）、児之原利佳（23期）、中橋裕介（23期）、松畠正則（7期） 
野田大介（17期）、野上⻯太郎（32期）

1978年 2 月 1 日 福岡県立春日高等学校（普通科180名）設置
（初代校長伊藤朝大）

1978年 3 月15日 福岡県立福岡盲学校校舎を仮校舎として使用

1978年 4 月10日 福岡県立春日高等学校開校式並びに第1回入学
式を春日市立市民スポーツセンターにて挙行

1978年 10月23日 生徒会結成総会を行う

1979年 3 月22日 新校舎への入校式挙行

1979年 4 月 9 日 第2回入学式により、生徒総数14学級、
630名となる

1979年 10月24日 校歌を制定し校歌発表会を行う

1980年 4 月 8 日 第3回入学式により、生徒総数24学級、
1080名となる

福岡県立春日高等学校 沿革 創立50周年にむけて

このたび、下記により同窓会を開催いたします。
皆様お誘いあわせの上、多数のご参加を心よりお待ちしております。

日付 8月9日（土）
時間 16：30～19：30（16：00受付開始予定）
会場 ホテルニューオータニ博多 ４階 鶴の間（立食形式）
会費 5,000円（当日受付）

令和７年度 春日高校同窓会懇親会

令
和
７
年
春
、
４
２
５
名
の
45
期
生
の
入
会

を
終
え
、
本
同
窓
会
も
２
万
人
に
迫
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

母
校
は
、
４
月
の
入
学
式
で
４
４
０
人
の
新

入
生
を
迎
え
、
昨
年
同
様
各
学
年
と
も
11
ク
ラ

ス
と
な
り
開
校
以
来
最
大
の
生
徒
数
を
抱
え
る

県
内
屈
指
の
高
等
学
校
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
活
発
で
愉
快
な
学
校
生
活
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
本
校
で
行
わ
れ
る

社
会
人
講
和
、
東
京
で
行
わ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム

研
修
の
支
援
を
東
京
支
部
の
協
力
の
も
と
に
あ

た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
会
は
、
我
々
同
窓
会
員
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
を
基
に
母
校
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
同
窓
会
は
、
22
期
生
を
幹
事
に
開
催

さ
れ
、
１
５
０
人
あ
ま
り
で
、
母
校
を
懐
か
し

ん
で
お
り
、
今
後
ま
す
ま
す
の
参
加
者
を
期
待

し
ま
す
。

我
々
の
母
校
は
２
０
２
７
年
に
創
立
50
周
年

を
迎
え
ま
す
。
母
校
の
支
援
策
に
は
、
教
育
活

動
を
中
心
と
し
た
「
ソ
フ
ト
面
」
施
設
器
材
を

中
心
と
し
た
「
ハ
ー
ド
面
」、
様
々
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
支
援
策
実
現
の

た
め
に
は
、「
人
」「
も
の
」「
金
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
不
可
欠
で
す
。

本
年
度
は
、
創
立
50
周
年
の
準
備
委
員
会
を

本
校
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
多
大
な

る
御
支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
人
事
異
動
に
よ
り
、
前
任
の
不

老
貴
規
校
長
の
御
転
勤
に
と
も
な
い
、
福
岡
県

教
育
委
員
会
よ
り
着
任
し
ま
し
た
深
堀
政
一
と

申
し
ま
す
。
教
諭
、
管
理
職
と
も
に
第
六
学
区

内
の
高
校
に
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
第

五
学
区
内
の
春
日
高
校
で
新
た
な
刺
激
を
た
く

さ
ん
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
春
日
高
校
は
、
教

育
委
員
会
で
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
方
が
歴
代

の
管
理
職
を
務
め
ら
れ
た
学
校
で
す
。
今
回
こ

の
よ
う
な
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
光

栄
に
思
う
と
と
も
に
、
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
本
校
の
更
な
る

活
性
化
に
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
校
は
、
今
年
で
創
立
48
年
を
迎
え
、
令
和

９
年
に
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
半
世
紀

に
わ
た
り
多
く
の
人
材
を
育
て
て
き
た
本
校
も
、

今
や
卒
業
生
は
１
万
８
千
名
を
超
え
、
地
域
の

み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
や
海
外
の
様
々
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が

そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
聞
き

す
る
た
び
に
、
春
日
高
校
の
教
育
の
成
果
を
実

感
し
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
は
、
学
習
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
部
活
動
や
学
校
行
事
、
生
徒
会
活
動
等
、

高
等
学
校
教
育
で
実
施
で
き
る
す
べ
て
の
教
育

活
動
に
生
徒
が
全
力
で
挑
戦
し
、
教
職
員
は
そ

れ
を
全
力
で
支
援
す
る
学
校
で
す
。
今
日
も
、

教
室
で
は
熱
心
に
勉
学
に
励
む
姿
や
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
は
部
活
動
で
汗
を
流
す
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。
生
徒
の
真
剣
な
眼
差
し
や
仲
間
と
の
絆
は
、

未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
教
職
員
一
同
、「
新
し
い
時

代
を
担
う
人
間
と
し
て
、
知
育
・
徳
育
・
体
育

の
調
和
を
図
り
、
豊
か
な
創
造
力
を
持
ち
、
自

ら
学
び
、
個
性
を
伸
ば
し
、
多
様
な
人
々
と
の

協
働
を
実
現
し
つ
つ
、
地
域
や
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
人
材
を
育
成
す
る
。」
と
の
教
育
目

標
の
も
と
、「
世
紀
を
拓
く
」
人
材
育
成
に
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ

後
輩
た
ち
の
姿
を
様
々
な
機
会
に
ご
覧
い
た
だ

き
激
励
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
と
も
母
校

に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

設
け
、
学
校
側
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
協
議
を
重
ね
、

創
立
50
周
年
の
事
業
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
ま

い
り
ま
す
。
本
会
会
員
の
皆
様
に
は
「
同
窓
会

賛
助
金
」
へ
の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

８
月
９
日
（
土
）
令
和
７
年
度
同
窓
会
（
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博
多
）
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

福岡県立
春日高等学校
同窓会会長

藤
ふ じ

田
た

俊
と し

郎
ろ う

（１期生）

福岡県立
春日高等学校

校長

深
ふ か

堀
ほ り

政
ま さ

一
か ず

プレミアム研修の お知らせ

春日高校では、以前は「ハイレベル研修」を実施してい
ましたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響から
４年間中止を余儀なくされていました。そしてようや
く令和５年度から「プレミアム研修」と名称を変え、東
京大学をはじめとした首都圏の大学や企業を訪問して
います。現役の２年生から広く参加希望者を募り、毎年
100名近くの生徒が参加しています。目的は生徒が先
端企業や難関大学の研究内容等に直に触れることにより、
チャレンジ精神を醸成し、世界へ視点を向けてもらう
機会を設けることです。令和7年度は８月4日～6日の
日程で実施されます。

社会人講演会の お知らせ

春日高校では社会の各方面で活躍している春日同窓生
による社会人講演会を2017年より毎年実施しています。
毎年20名程度の同窓生有志が、キャリア意識や高校時
代の過ごし方等について熱く講義を行っています。後
輩のキラキラした眼がこれからの社会を作ってくれる
のだと確信できるひと時です。今年は10月17日（金）５・
６時限目にあたる13時～15時を予定しています。講義
をする同窓生も募集しています。「我こそは」と思われ
る方は同窓会事務局へご連絡ください。

令和７年度　「福岡県立春日高等学校創立50周年記念事業準備委員会」の組織化
⃝ 目的は、学校・同窓会・PTAの協力により、創立50周年記念事業の準備を行い、本校の教育振興を図ること。
⃝ 目的を達成するために、次の事業を行うための企画立案及び実施の準備を行う。
なお、然る時期に創立50周年記念事業実行委員会を立ち上げ、事業を引き継ぐ。
�１　創立50周年の歴史的意義について広く在校生、卒業生、地域社会に周知を図る。
２　創立50周年を祝し、三者の協力のもとに、本校の教育振興のために記念事業を実施し、教育環境を整備する。

令和８年度　「福岡県立春日高等学校創立50周年記念事業実行委員会」の立ち上げ

同窓会懇親会
出欠アンケート

春日高校同窓会
公式LINEアカウント

1981年 3 月 1 日 第1回卒業証書授与式（卒業生177名）

1981年 4 月 7 日 第4回入学式を行い、生徒総数30学級、
1350名となる

1982年 10月 1 日 創立5周年記念式典を挙行

1988年 6 月18日 創立10周年記念式典を挙行

1997年 11月 1 日 創立20周年記念式典を挙行

2007年 11月 2 日 創立30周年記念式典及び記念公演を挙行

2017年 10月28日 創立40周年記念式典

2027年 福岡県立春日高等学校 創立50周年
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「
結
果
よ
り
も
過
程
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
た
の
は
部
員

数
58
名
の
ダ
ン
ス
部
を
ま
と
め
る
部
長
の
南な
ん
り里 

結ゆ

な奈
さ
ん
。

6
月
の
九
州
大
会
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

ダ
ン
ス
部
と
し
て
の
目
標
は
？

2
年
前
に
同
好
会
か
ら
部
活
に
昇
格
し
ま
し

た
の
で
、
ダ
ン
ス
部
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
と
向

上
さ
せ
、
元
気
が
あ
る
と
か
挨
拶
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
と
か
、
そ
う
い
う
プ
ラ
ス
の
面
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ダ
ン
ス
に
は
ど
ん
な
大
会
が
あ
り
ま
す

か
？6

月
に
D
C
C
、
夏
の
大
会
、
そ
し
て
冬

に
は
新
人
戦
が
あ
り
ま
す
。
大
会
出
場
は
基
本

的
に
は
先
生
が
提
案
し
て
く
れ
ま
す
が
、
自
分

達
で
出
た
い
大
会
が
あ
れ
ば
先
生
に
提
案
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

以
前
出
場
し
た
九
州
の
大
会
だ
と
、
24
か
ら

25
校
が
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
大
会
に
は
審
査

員
が
い
て
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
い
る
か
、
表
現

力
、
メ
イ
ク
衣
装
、
曲
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
す
。

大
会
で
は
も
ち
ろ
ん
賞
を
取
り
た
い
と
思
っ

て
挑
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
ど
れ
だ
け

練
習
を
頑
張
れ
る
か
が
私
は
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ど
ん
な
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
ま
す
か
？

　
ダ
ン
ス
は
全
体
で
1
つ
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ

て
作
り
ま
す
が
、
1
年
生
チ
ー
ム
・
2
年
生
チ
ー

ム
・
3
年
生
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
で

選
曲
し
た
り
、
ダ
ン
ス
を
創
作
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
ス
タ
イ
ル
が
違
っ
て
、
例

え
ば
2
年
生
チ
ー
ム
は
結
構
激
し
く
踊
り
た
い

タ
イ
プ
な
の
で
、
バ
チ
バ
チ
踊
る
感
じ
で
す
。

ダ
ン
ス
部
の
魅
力
は
何
で
す
か
？

　
や
っ
ぱ
り
人
に
見
せ
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
も

の
な
の
で
、
人
に
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
こ
ろ
で
す
。

春
日
高
校
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
や
大
会
に
向
け
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を
ど
ん
ど
ん
上
げ
て
い
っ

て
、
大
会
で
は
春
日
高
校
の
名
前
が
聞
け
る
よ

う
に
頑
張
る
の
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
伝
統

の
挨
拶
と
掃
除
も
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
！

九
州
大
会
で
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
決
勝
戦
ま
で

進
出
、
目
標
は
全
国
大
会
出
場
。

部
員
数
15
名
の
放
送
部
。

小
学
生
の
頃
の
放
送
委
員
会
の
経
験
を
き
っ

か
け
に
入
部
し
た
部
長
の
菖し

ょ
う
ぶ蒲 

梨り
る
か
琉
夏
さ
ん
と
、

放
送
部
の
先
輩
へ
の
憧
れ
と
人
前
で
話
す
こ
と

の
興
味
を
き
っ
か
け
に
入
部
し
た
副
部
長
の

古ふ
る
か
わ川 

陽ひ
な
こ
奈
子
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

放
送
部
の
魅
力
は
何
で
す
か
？

縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
学
校
行
事
を
支
え

る
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
伝
え

る
力
を
養
え
る
こ
と
で
す
。

学
校
行
事
で
は
ス
ピ
ー
カ
ー
を
運
ん
だ
り
、

音
量
の
調
整
や
司
会
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

裏
方
と
し
て
動
く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
日

頃
放
送
部
と
関
わ
り
の
な
い
先
生
が
私
達
の
仕

事
に
気
づ
い
て
く
れ
て
皆
の
前
で
放
送
部
の
話

を
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
や
り
た

く
て
や
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
ど
、
気
づ
い
て
く

れ
る
人
が
い
る
と
、
よ
り
や
り
が
い
を
感
じ
て

達
成
感
を
持
て
ま
す
。

放
送
部
で
は
自
分
で
読
む
文
章
を
考
え
た
り
、

情
報
を
受
け
取
っ
て
人
に
伝
え
る
こ
と
も
し
て

い
ま
す
。
将
来
仕
事
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
時
や
日
常
生
活
で
も
役
に
立
つ
力
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
の
も
魅
力
の
一
つ
だ
な
と
思
い

ま
す
。放

送
部
の
目
標
は
何
で
す
か
？

東
京
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
全
員
で
出

場
す
る
こ
と
で
す
。
3
年
生
は
最
後
の
大
会
に

な
り
ま
す
。

地
区
大
会
、
県
大
会
を
勝
ち
抜
け
ば
全
国
大

会
に
出
場
で
き
ま
す
。

大
会
に
は
個
人
戦
も
あ
り
ま
す
が
、
テ
レ
ビ

番
組
部
門
や
ラ
ジ
オ
番
組
部
門
と
い
っ
た
団
体

戦
の
よ
う
な
部
門
が
あ
り
ま
す
。
私
達
の
代
は

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
を
主
に
作
っ
て
き
ま
し
た
。

放
送
部
で
の
思
い
出
は
何
で
す
か
？

思
い
入
れ
の
あ
る
制
作
作
品
の
「
君
の

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
」
と
い
う
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
が
九

州
大
会
の
決
勝
に
進
出
し
た
こ
と
で
す
。
何
度

も
構
成
を
練
り
直
し
て
、
撮
影
や
編
集
に
苦
労

し
て
、
色
ん
な
方
に
協
力
し
て
も
ら
っ
た
作
品

で
す
。
大
人
に
な
っ
た
ら
き
っ
と
忙
し
く
な
る

か
ら
、
皆
で
こ
ん
な
に
時
間
を
か
け
て
作
れ
る

こ
と
っ
て
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
大
変
で

ち
ょ
っ
と
嫌
に
な
る
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

ん
な
こ
と
も
含
め
て
と
て
も
本
気
で
取
り
組
め

た
作
品
で
し
た
。

予
選
後
の
決
勝
出
場
校
の
ネ
ッ
ト
公
開
発
表

で
は
、
私
達
の
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
題
名
が
載
っ

て
い
て
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た
。
決
勝
で
ま
た
上

映
さ
れ
た
時
は
色
ん
な
人
に
見
て
も
ら
え
て
、

伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

春
日
高
校
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
春
日
高
校
放
送
部
は
途
絶
え
か
け
た
時
も

あ
っ
た
け
ど
、
長
い
歴
史
と
功
績
の
あ
る
部
活

で
卒
業
し
た
先
輩
達
か
ら
引
き
継
い
で
き
た
も

の
が
多
い
で
す
。

　
私
達
は
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
く
先

輩
達
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
先
輩
達
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
を
こ
れ
か
ら

も
後
輩
達
に
繋
げ
て
、
放
送
部
が
い
つ
ま
で
も

続
い
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令和6年度 部活動成績（文化部） 令和6年度 部活動成績（運動部）

学
問
も
ス
ポ
ー
ツ
も
！

受
け
継
が
れ
る

ダ
ン
ス
部

放
送
部

文化部・体育部一覧
文化部 生物　 書道　 化学　 茶道　 吹奏楽　 美術

文芸　 演劇　 物理　 ESS　 写真　
ヘルシーライフ　 放送　 合唱　 筝曲
情報処理　 学術研究会　 生徒会執行部　 ダンス

体育部 バレーボール　 バドミントン　 ハンドボール　 陸上競技
剣道　 柔道　 サッカー　 テニス　 水泳
バスケットボール　 卓球　 山岳　 野球　 弓道

令和７年度合格状況（既卒生を含む） ※（  ）は既卒生内訳数

　国公立 九州大学 12（3）名、東北大学 1（1）名、九州工業大学 25（2）名、福岡教育大学 21（2）名、福岡女子大学 7名、北九州市立大学 15名、福岡県立大学 4名、熊本大
学 25（1）名、長崎大学 14（1）名、佐賀大学 30（1）名、大分大学 3名、宮崎大学 5（1）名、鹿児島大学 8名、広島大学 6（1）名、帯広畜産大学 1名、東京学芸大学 
1名、信州大学 1名、静岡大学 1名、愛知教育大学 1名、金沢大学 1名、京都教育大学 1名、香川大学 1名、島根大学 2名、山口大学 8（2）名、東京都立大学(首都
大学東京) 4（1）名、横浜市立大学 2名、大阪公立大学（府立） 2名、神戸市外国語大学 2名、長崎県立大学 2名、熊本県立大学 3名、高崎経済大学 1名、岡山県立
大学 1名、広島市立大学 1名、下関市立大学 1名、山口県立大学 1名、高知県立大学 1名、宮崎公立大学 1名

　準大学 海上保安大学校 1名

私立大学 早稲田大学 3（1）名、東京理科大学 2名、明治大学 5名、中央大学 4（3）名、法政大学 2名、同志社大学 ８（3）名、筑紫女学園大学 14名、関西大学 ８（4）名、関西
学院大学 14（5）名、立命館大学 30（15）名、西南学院大学 207（13）名、福岡大学 422（21）名

医薬科系
（内訳数）

熊本大学薬学部薬学科 1名、熊本大学薬学部創薬・生命薬学科 1名、福岡大学薬学部薬学科 15名、福岡国際医療
福祉大薬学部薬学科 5名

男子バレーボール部	 第77回全日本バレーボール高等学校選手権大会福岡県大会　
　　　　　　　　　　県大会出場
男子バドミントン部	 �令和６年度総合体育大会中部ブロック予選 団体男子5位（敗者復活戦優勝）、

県大会出場
女子バドミントン部	 令和６年度総合体育大会 団体女子県大会ベスト８
	 夏季高校生団体バドミントン大会 団体女子Aクラス優勝
男子ハンドボール部	 インターハイ県大会出場
女子ハンドボール部	 �福岡県高等学校総合体育大会ハンドボール競技選手権大会 福岡県予選

ベスト８
剣道部	 九州大会出場(女子)
サッカー部	 全国高校サッカー選手権二次予選(県大会)ベスト12
水泳部	 �全九州高等学校選手権新人水泳競技大会（末広杯)個人男子３名、女子３名、

リレー男子２種目、女子２種目出場　
卓球部	 �福岡県高等学校総合体育大会卓球選手権大会 県大会出場（男子団体・

女子ダブルス１ペア）
野球部	 甲子園県大会予選ベスト８

書道部	 県大会優秀賞
吹奏楽部	 県大会優秀賞 九州大会銀賞
美術部	 県大会優秀賞
ESS	 第43回福岡県高等学校英語スピーチコンテスト暗唱の部県大会第３位
写真部	 福岡県高文祭写真展入選７名 県大会個人最優秀賞
放送部	 高文祭 アナウンス部門：九州大会 優良賞（決勝進出）
	 高文祭 ラジオ番組部門：九州大会 優良賞（決勝進出）
	 総文祭 朗読部門：優良賞（全国ベスト８）
	 ＮＨＫ杯 朗読部門：全国大会 準決勝進出 
	 ＮＨＫ杯 朗読部門：県大会入賞 アナウンス部門 県大会出場（決勝進出）

合唱部	 第39回福岡県高等学校総合文化祭福岡県大会 優秀賞
	 第91回NHK全国学校音楽コンクール福岡県コンクール 出場
箏曲部	 県大会２位
ダンス部	 �第14回全日本高等学校チームダンス選手権大会九州予選 大編成部門 

ベスト８
	 �第17回日本高校ダンス部選手権DANCE STADIUM九州大会 ビッククラス出場
	 �令和六年度ダンスドリル秋季競技大会九州大会 HIPHOP女子Large編成部門 2位
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高
校
時
代
の
思
い
出

高
校
時
代
は
、
ま
さ
し
く
「
青
春
」
を
謳
歌
し

た
3
年
間
で
し
た
。
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
今
で

も
大
切
な
仲
間
達
と
切
磋
琢
磨
し
た
野
球
部
で
の
思

い
出
で
す
。
授
業
が
終
わ
り
夜
遅
く
ま
で
、
甲
子
園

を
目
指
し
一
生
懸
命
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
3
年
時

に
は
主
将
を
務
め
、
多
く
の
部
員
を
纏
め
る
こ
と
の

難
し
さ
も
学
び
ま
し
た
。
3
年
最
後
の
夏
の
大
会
、

全
校
応
援
。
負
け
れ
ば
引
退
と
い
う
中
で
惜
し
く
も

敗
退
。
満
足
す
る
に
は
程
遠
い
結
果
で
し
た
が
、
こ

の
瞬
間
し
か
経
験
で
き
な
か
っ
た
高
校
時
代
一
番
の

財
産
で
す
。
ま
た
、
学
校
生
活
に
お
い
て
も
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
も
恵
ま
れ
、
と
に
か
く
毎
日
を
笑
っ
て
過

ご
し
た
記
憶
ば
か
り
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
野
球
部

の
活
動
で
培
っ
た
負
け
ん
気
の
強
さ
や
、
沢
山
の
友

達
（
時
に
恋
愛
で
）
と
磨
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
、
そ
の
後
人
生
に
お
い
て
大
き
く
役
に
立
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
勉
強
も
必
死

に
頑
張
り
ま
し
た
（
笑
)

進
学
そ
し
て
専
門
学
校
時
代
の
思
い
出

受
験
で
は
複
数
の
大
学
を
受
験
し
ま
し
た
が
、
希

望
通
り
の
結
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
進
路
に

悩
み
、
同
級
生
が
続
々
と
大
学
進
学
を
決
め
て
い
く

中
で
、
私
は
他
の
人
と
は
少
し
違
う
道
と
し
て
、
服

飾
関
係
の
専
門
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
を
決
意
し
ま

し
た
。
た
だ
、
大
学
進
学
率
が
ほ
ぼ
1
0
0
％
に
近

い
春
日
高
校
の
中
で
、「
単
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
好
き

だ
か
ら
」
と
い
う
安
易
な
考
え
で
決
め
は
し
た
も
の
の
、

自
分
自
身
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
で
ど
う
人
生
を
切
り

拓
い
て
い
く
か
の
道
筋
が
見
え
て
お
ら
ず
、
不
安
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
両
親
に
も

不
安
や
心
配
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
入

学
し
た
専
門
学
校
で
の
生
活
は
、
専
門
知
識
や
実
技

を
学
ぶ
と
同
時
に
、
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
た
ち
と
の

刺
激
的
な
毎
日
の
中
で
、
自
分
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
対

す
る
感
覚
が
磨
か
れ
て
い
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

振
り
返
る
と
、
そ
れ
は
天
職
へ
と
導
か
れ
て
い
た
道
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

社
会
人
生
活
に
つ
い
て

専
門
学
校
を
卒
業
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
リ

ス
ト
を
夢
見
て
19
歳
で
上
京
し
ま
し
た
。
知
り
合
い

の
伝
手
で
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
り
、

最
初
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
現
場
に
入
り
ま
し
た
。
生

活
リ
ズ
ム
の
変
化
は
も
ち
ろ
ん
、
回
り
に
テ
レ
ビ
の

中
で
し
か
見
た
こ
と
の
な
い
芸
能
人
だ
ら
け
と
い
う

環
境
は
、
驚
き
と
刺
激
の
連
続
で
し
た
。
2
0
1
5

年
に
独
立
し
、
個
人
で
の
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

ア
シ
ス
タ
ン
ト
時
代
か
ら
繋
が
り
の
あ
る
方
々
か
ら

も
仕
事
の
依
頼
を
頂
き
、
順
調
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
が
で
き
今
日
に
至
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
生

を
振
り
返
り
大
切
に
思
う
事
は
、「
続
け
て
努
力
す
れ

ば
、
必
ず
結
果
は
実
る
」
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、「
続

け
る
こ
と
こ
そ
が
一
番
難
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
さ
に
、
イ
チ
ロ
ー
さ
ん
の
言
葉
そ
の
も
の
で
す
ね
。

2
0
2
2
年
に
は
個
人
事
務
所
で
あ
る
、
株
式
会
社

A-

T
を
設
立
し
、
現
在
国
内
、
海
外
問
わ
ず
様
々

な
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
お
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
身
の
経
験
を
活
か
し
、
本
業
の
傍
ら
、
福

岡
の
専
門
学
校
で
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ス
タ
イ
リ
ス
ト
を
目
指
す
若
者
た
ち
の
窓
口

と
な
れ
る
よ
う
、
地
元
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

春
日
高
校
の
生
徒
に
期
待
す
る
こ
と

私
が
今
伝
え
た
い
こ
と
は
、
夢
を
口
に
出
し
て

ほ
し
い
と
い
う
事
で
す
。
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
り
ま

す
。
私
は
2
0
1
6
年
あ
る
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
ラ
イ
ブ
を
み
た
際
に
、
絶
対
に
こ
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ス
タ
イ
リ
ン
グ
を
し
た
い
と
口
に
出
し
続
け

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
3
年
後
に
そ
の
夢
が
叶
い
ま

し
た
。
ま
さ
に“D

ream
s com

e true”

で
す
。

自
ら
発
し
た
言
葉
は
、
言
霊
に
な
る
と
同
時
に
、
自

分
に
対
し
て
の
期
待
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
夢

へ
の
大
き
な
後
押
し
に
な
る
事
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
恥
ず
か
し
が
ら
ず
大
声
で
叫
べ
ば
、
夢
は
い

つ
か
現
実
と
な
り
ま
す
。
„ 

人
生
は
一
度
き
り„

 

で
す
。
ま
だ
ま
だ
皆
さ
ん
の
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。

ど
ん
な
事
が
あ
ろ
う
と
も
、
今
過
ご
し
て
い
る
春
日

高
校
の
同
級
生
、
先
輩
、
後
輩
、
先
生
方
、
家
族
、

関
係
す
る
全
て
の
人
に
感
謝
を
し
て
、
前
向
き
に
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！
私
は
毎
日
最
高
で
悔
い
の
な
い
人

生
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
母
校
の
卒
業
生
の
活
躍
を

見
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

春
日
高
校
に
は
姉
が
通
っ
て
い
た
か
ら
と
い
う
理

由
で
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
で
も
そ
の
選
択
は
間
違
い
で
は
な
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
こ
の
よ
う
に
自
身
を
振
り
返
る
き
っ
か
け

を
頂
け
た
こ
と
、
春
日
高
校
に
携
わ
る
多
く
の
方
々
と

繋
が
り
を
持
て
る
素
晴
ら
し
い
機
会
を
い
た
だ
け
ま

し
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

高
校
時
代

春
日
高
校
で
の
3
年
間
を
振
り
返
り
、
良
い
思
い

出
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
卒
業
か
ら
22
年
間

持
ち
続
け
て
い
る
気
持
ち
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
高
校
生
活
で
し
た
が
、
日
々
の

学
校
生
活
で
の
先
生
方
や
同
級
生
、
先
輩
後
輩
と
の

多
く
の
会
話
や
共
有
し
た
時
間
は
今
の
自
分
に
多
く

の
学
び
を
与
え
て
く
れ
た
か
け
が
え
の
な
い
物
で
す
。

人
と
の
出
会
い
や
ご
縁
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
は

春
日
高
校
が
与
え
て
く
れ
た
、
今
の
私
の
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
お
り
、
そ
し
て
最
も
大
切
に
し
て
い
る
姿
勢

の
1
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

部
活
動
や
体
育
祭
に
は
特
に
夢
中
に
な
っ
た
な
と

心
に
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。
所
属
し
て
い
た
サ
ッ
カ
ー

部
で
熱
中
症
に
な
る
程
走
り
込
ん
だ
事
や
試
合
で
チ
ー

ム
メ
イ
ト
と
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
こ
と
、
時
に
は

言
い
合
い
に
な
り
議
論
を
交
わ
し
た
こ
と
は
ま
さ
に

「
ザ
・
青
春
」
で
し
た
。
体
育
祭
で
は
応
援
団
の
練
習

含
め
て
様
々
な
人
と
1
つ
の
目
標
を
共
有
し
、
協
働

す
る
こ
と
の
重
要
性
と
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

大
学
進
学
〜
社
会
人
〜
海
外
留
学

大
学
は
高
校
入
学
時
に
建
築
系
へ
進
む
と
決
め
て

お
り
ま
し
た
。
理
由
は
祖
父
が
建
築
士
を
し
て
い
た
と

い
う
ま
た
安
易
な
理
由
で
し
た
（
笑
）
と
同
時
に
高
校

２
年
時
に
父
が
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ジ
ー

を
開
業
し
、
店
舗
の
近
く
に
あ
っ
た
大
学
を
選
択
い
た

し
ま
し
た
。
勉
強
を
あ
ま
り
真
面
目
に
し
て
い
な
か
っ

た
私
に
と
っ
て
は
別
の
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

社
会
人
生
活
に
つ
い
て

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大
学
よ
り
も
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
の

め
り
込
み
、
父
の
背
中
を
追
い
か
け
る
こ
と
や
店
舗
で

働
く
幅
広
い
年
代
の
方
々
と
様
々
な
経
験
を
す
る
こ

と
で
、
自
身
の
成
長
や
仕
事
の
楽
し
み
に
ハ
マ
っ
て
い

き
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
は
建
築
系
へ
は
進
ま
ず
に
父
の
会
社

の
正
社
員
に
な
り
ま
し
た
。
入
社
の
前
年
に
は
異
な
っ

た
経
験
や
自
身
の
更
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
為
に
某
コ
ー

ヒ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
も
仕
事
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

も
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
今
で
も
交
流
を
持
っ

て
い
ま
す
。
他
者
に
敬
意
を
持
ち
、
多
様
性
を
受
け

入
れ
な
が
ら
強
み
を
伸
ば
し
て
い
く
ス
キ
ル
は
こ
こ
か

ら
学
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
入
社
後
に
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
ま
す
。
学

生
時
代
に
培
っ
た
ス
キ
ル
で
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
職
位

や
質
の
高
い
仕
事
に
取
り
組
め
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て

い
た
私
の
甘
い
考
え
や
、
立
場
が
上
が
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
で
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
へ
の
敬
意
を
欠
い
て
し
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
こ
こ
で
の
苦
し
い

経
験
は
自
分
を
変
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

父
と
相
談
を
し
、
仕
事
か
ら
1
度
離
れ
て
カ
ナ
ダ

の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
へ
留
学
を
決
め
ま
し
た
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
良
い
経

験
が
で
き
ま
し
た
。
住
み
や
す
い
街
に
素
敵
な
人
々
、

美
味
し
い
食
事
な
ど
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。

留
学
開
始
か
ら
3
日
目
で
猛
烈
に
帰
り
た
く
は
な

り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
１
年
半
生
活
し
、
基
礎
的
な

英
会
話
ス
キ
ル
と
人
生
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
た
日
々
や
言
語
と
い
う

壁
を
乗
り
越
え
て
海
外
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
こ
と
で
得
た
も
の
は
今
の
私
の
軸
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

春
日
高
校
か
ら
始
ま
っ
た
物
語
は
、
大
学
進
学
や

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
で
の
経
験
、
海
外
留
学
、
そ
し
て
私
自

身
の
結
婚
も
含
め
て
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、
か

な
り
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
も
今
ま
で
出
会
っ
た
く
だ
さ
っ
た
方
々
と
の
ご

縁
や
、
多
く
の
仲
間
と
共
に
し
た
時
間
が
も
た
ら
し

て
く
れ
た
貴
重
な
財
産
で
す
。
父
の
会
社
を
継
承
し
、

従
業
員
や
大
好
き
な
福
岡
と
い
う
街
に
と
っ
て
意
義
の

あ
る
会
社
へ
と
成
長
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

仲
間
や
福
岡
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
へ
の
恩
返
し
の
旅
が
始

ま
り
ま
す
。春

日
高
校
の
皆
さ
ん
へ

自
分
自
身
が
信
じ
た
道
を
必
ず
突
き
進
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
の
が
私
か
ら
皆
さ
ん
へ
の
期

待
で
す
。
春
日
高
校
か
ら
日
本
や
世
界
に
良
い
影

響
を
与
え
ら
れ
る
人
材
が
輩
出
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
目
標
を
持
つ
こ
と
、
そ
の
目
標

に
対
し
仲
間
と
協
力
す
る
こ
と
、
仲
間
や
出
会
う

人
々
と
の
ご
縁
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

家
族
や
大
切
な
人
へ
の
感
謝
を
常
に
忘
れ
な
い
よ

う
日
々
の
何
気
な
い
こ
と
も
大
事
に
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
ね
。高

校
時
代
の
思
い
出

楽
し
か
っ
た
高
校
生
活
。
朝
課
外
や
定
期
試
験

は
苦
行
で
し
た
が
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
の
方
が
多

い
の
は
良
い
友
人
関
係
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
2
0
0
1
年
の
修
学
旅
行
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
年
に
起
き
た

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
り
出
発
直
前
で
行
先

変
更
と
な
っ
た
私
た
ち
の
修
学
旅
行
は
生
涯
忘
れ
ら

れ
な
い
出
来
事
で
す
。
吹
奏
楽
部
で
練
習
に
励
ん
だ

経
験
も
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

3
年
間
共
に
過
ご
し
た
部
活
の
仲
間
と
の
思
い
出
や

絆
は
特
に
強
い
心
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。

進
学
そ
し
て
大
学
生
活
に
つ
い
て

幼
い
頃
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、

大
学
で
は
美
術
の
勉
強
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

吹
奏
楽
部
を
引
退
す
る
と
音
楽
室
か
ら
美
術
室
に
場

所
を
変
え
、
実
技
試
験
の
対
策
を
始
め
ま
し
た
。
当

時
の
美
術
の
先
生
が
熱
心
に
デ
ッ
サ
ン
指
導
を
し
て
く

だ
さ
り
、
同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
練
習
を
重
ね
、
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
美

術
工
芸
課
程
（
※
現
在
は
名
称
変
更
）
に
進
学
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
で
は
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
、

の
び
の
び
と
し
た
環
境
の
中
で
思
う
存
分
制
作
活
動

に
打
ち
込
み
ま
し
た
。
し
か
し
あ
ま
り
に
も
の
び
の
び

と
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
結
果
、
私
の
大
学
生
活
は
就
職

先
未
定
の
ま
ま
卒
業
と
い
う
結
末
を
迎
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。

社
会
人
生
活
に
つ
い
て

目
標
を
見
失
い
就
職
先
も
決
ま
ら
ず
、
し
か
し
お

金
を
稼
が
な
け
れ
ば
ご
飯
は
食
べ
ら
れ
な
い
、
と
い

う
社
会
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
し
ば
ら
く
バ
イ
ト
な
ど

を
し
な
が
ら
悶
々
と
過
ご
す
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

あ
る
時
何
か
が
吹
っ
切
れ
て
、
と
に
か
く一度
「
会
社

と
い
う
場
所
で
働
い
て
み
よ
う
」
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
福
岡
の
雑
貨
卸
の
会
社
に
運
良
く
採

用
し
て
い
た
だ
き
、
社
会
人
の
基
礎
か
ら
商
売
の
仕

組
み
ま
で
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
会
社
で
学
ん
だ
こ
と
は
今
で
も
多
く
の
場
面
で

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

会
社
員
生
活
を
続
け
て
数
年
後
、
大
学
時
代
の
先

輩
経
由
で
、
新
し
く
オ
ー
プ
ン
す
る
飲
食
店
が
お
店

用
に
イ
ラ
ス
ト
を
描
け
る
人
を
探
し
て
い
る
と
い
う

話
が
あ
り
、
思
い
切
っ
て
挑
戦
し
て
み
る
こ
と
に
。

そ
の
経
験
で
味
わ
っ
た
感
情
が
人
生
を
動
か
す
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
ま
だ
副
業
文
化
は一般
的

で
は
な
く
、
も
っ
と
制
作
活
動
に
集
中
で
き
る
環
境

を
作
り
た
い
と
思
っ
た
私
は
退
職
を
決
め
、
初
め
て

自
分
が
本
来
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
仕
事
に
す
る
た

め
に
奮
闘
す
る
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。
展
示
会
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
未
熟
で
も
作
品
を
世
に
出
し
続
け

る
こ
と
で
新
た
な
出
会
い
や
機
会
が
増
え
、
少
し
ず

つ
企
業
の
お
仕
事
も
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
5

年
ほ
ど
経
っ
た
頃
に
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
独

立
し
ま
し
た
。

春
日
高
校
の
生
徒
に
期
待
す
る
こ
と

私
は
た
だ
ひ
た
す
ら
に
好
き
な
こ
と
を
続
け
て
き
て
、

幸
運
に
も
そ
れ
を
仕
事
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、今
も
ま
だ
そ
の

道
の
途
中
に
い
ま
す
。

「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
す
る
」
こ
と
は
単
純
な
よ

う
で
難
し
く
、
う
ま
く
い
か
な
い
時
は
余
計
不
安
に
なっ

た
り
、
時
に
は
好
き
だ
っ
た
こ
と
が
嫌
い
に
な
り
そ
う

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
自
分
が
本
当
に

や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
仕
事
を
し
て
得
ら
れ
る
も
の

に
は
何
に
も
代
え
難
い
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
、

こ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
よ
う
や
く
私
は
自
分

の
生
き
方
に
愛
着
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
人
生
の
価
値
観
は
人
の
数
だ
け
あ
る
の
で
、

何
が
正
解
か
な
ど
と
い
う
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
先一人
で
も
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
で
決

め
た
自
分
ら
し
い
生
き
方
で
堂
々
と
歩
ん
で
い
け
る

未
来
が
あ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
人
生
の
本
番
は
こ

れ
か
ら
で
す
。

思

い

出

【23期生】
ファッションスタイリスト
株式会社A-T　代表取締役社長

内
う ち

田
だ

考
た か

昭
あ き

さ
ん

【23期生】
イラストレーター

牟
む

田
た
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【23期生】
マクドナルドフランチャイジー
有限会社ニューステージ　取締役
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ご注意ください！
全国的に高校等の卒業者名簿（同窓会名簿等）を悪用した振り込め詐欺の被害に遭う事案が多発しています。つきましては、 
以下の点には充分ご留意くださいますようお願いいたします。

春日高校同窓会では電話による振込み依頼などは一切行っておりません。

賛助金専用郵便口座 01730‒9‒56016 名義／春日高等学校同窓会

引き続き『賛助金』へのご理解・ご協力をお願いいたします。� ※詳しくは同封の振込用紙をご覧ください。

　令和６年度は、同窓会規約の見直しを総会に提案させていただき、８月
10日（土）22期生を幹事に同窓会懇親会をホテルニューオータニ博多で
開催でき、150名あまりで旧交を温める機会を提供できました。
　また、役員会につきましても、集合型会議を開催し、今後の同窓会の課
題について協議を重ねております。
　令和7年度の事業計画には、学校創立50周年に向け準備委員会の組織
化を提案しておりますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いいた
します。
 本年度の事業計画につきましては、８月９日（土）同窓会懇親会の開催、学
校行事の支援（社会人講演会・プレミアム研修）在校生・部活動等の支援、
OB会・OG会・同期会等の支援を考えております。
　同窓会の皆様には引き続きご支援ご協力のほどよろしくお願いいたし
ます。
　以下に関係資料を添付いたしておりますので、ご審議のほどよろしく
お願いいたします。

❶ 第１号議案
「令和６年度 事業報告」に承認を求める件（概要）

会議関連　1.総会　2.理事会　3.役員会　の実施
�学校関連　�1.学校行事への参加　2.同窓会入会式

　　　　　　3.在校生・部活動等への支援
同窓会広報誌「翔」26号発行
その他　�1.広報活動の充実・強化

　　　　　2.支部・期生会・部活OB会等への支援及び連携
　　　　　3.卒業式記念品製作

❸ 第３号議案
「令和７年度 事業計画（案）」に承認を求める件（概要）

会議関連　1.総会　2.理事会　3.役員会　
学校関連　1.学校創立50周年の準備　2.学校行事への参加

　　　　　　3.同窓会入会式　4.在校生・部活動等への支援
同窓会広報誌「翔」27号発行
その他　1.広報活動の充実・強化

　　　　　2.支部・期生会・部活OB会等への支援及び連携
　　　　　3.卒業式記念品製作

【同窓会役員】
会長　藤田俊郎（１期）　 副会長　新屋光太郎（15期）
常任理事　小國佳代（４期）、林靖子（７期）、柴田一寿（22期）
事業執行理事

　総務部　書記・会計（予算管理）・規約・役員会運営・学校側との連絡など
　　　　　山崎壱子（３期）、小國佳代（４期）、林靖子（７期）、山室勇二（30期）
　　　　　会計　尾上英樹（17期）、森岡愛一郎（20期）
　　　　　東京支部連絡係　森田哲次（４期）
　事業部　総会・支援事業など
　　　　　稲吉一馬（17期）、⻄里勇希（28期）、山田雄斗（30期）、中村真人（30期）
　広報部　WEBサイト・会報誌・広告・データー管理など
　　　　　國崎恭子（５期）、小田由恵（12期）、柴田一寿（22期）、岩崎里美（29期）

監事　　樋口昭子（４期）、山下裕之（11期）
【相談役】　 川﨑英彦（1期）、松田美由紀（15期） 【同窓会事務局補助】 三善由香

❺ 第５号議案
「令和７年度 同窓会 新任理事（案）」に承認を求める件（概要）
※任期：令和６年度、令和７年度（令和８年度総会終了まで）

新任　齋藤奏輝（45期）、佐藤愛子（45期）、砂川美紀（23期）
児之原利佳（23期）、中橋裕介（23期）、松畠正則（7期）
野田大介（17期）、野上竜太郎（32期）

❷ 第２号議案
「令和６年度 春日高等学校同窓会決算書」に承認を求める件（概要）

収入
科目 予算額 決算額 差引額 摘要
合計 10,403,409 10,027,064 -376,345

支出
科目 予算額 決算額 差引額 摘要

1.事業費 5,070,000 4,395,198 674,802 　
2.広報費 2,800,000 2,280,691 519,309 　
3.総務費 470,000 230,585 239,415 　
4.積立金 2,000,000 2,000,000 0 特別会計積立

金への支出額
5.予備費 63,409 0 63,409 　

合計 10,403,409 8,906,474 1,496,935 　

特別会計同窓会基金
収入
科目 予算額 決算額 差引額 摘要
合計 104,376,610 104,343,849 -32,761 　

支出
科目 予算額 決算額 差引額 摘要
合計 2,800,000 2,283,766 516,234 　

❹ 第４号議案
「令和７年度 春日高等学校同窓会予算書（案）」に承認を求める件（概要）

収入
科目 予算額 昨年 昨年との増減額 摘要
合計 10,420,590 10,403,409 17,181 　

支出
科目 予算額 昨年 昨年との増減額 摘要

1.事業費 5,150,000 5,070,000 80,000 　
2.広報費 2,850,000 2,800,000 50,000 　
3.総務費 390,000 470,000 -80,000 　
4.積立金 2,000,000 2,000,000 0 創立50周年
5.予備費 30,590 63,409 -32,819 　

合計 10,420,590 10,403,409 17,181 　

特別会計同窓会基金
収入
科目 予算額 昨年 昨年との増減額 摘要
合計 104,740,083 104,376,610 363,473 　

支出
科目 予算額 昨年 昨年との増減額 摘要
合計 3,000,000 2,800,000 200,000 　

議案説明・事業報告及び事業計画について

令
和
7
年
度　

議
案
書 （
概
要
）

議案の評決は右記の春日高校同窓会公式サ
イトのQRコードを読み取り、「評決権の行使」
のサムネイルをクリックしてご回答ください。

注意

令和６年度
同窓会賛助金のご報告

（令和７年５月31日現在）

支援者／75名

支援総額／260,160円

ご支援いただいた賛助金は、すべて本年度一般会計に繰り越し、同窓会
の活動資金（学校支援・期生会支援・OB会支援など）に運用させていただ
きます。※詳しくは同封の振込用紙をご覧ください。
賛助金にご協力いただいた方は会報誌へ氏名を掲載いたします。氏名の
掲載を希望されない方は、振込用紙の通信欄へその旨を記載願います。


